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(4) 事業の内容

①組織の概要

(1) 事業所名及び代表者名

　有宏建設株式会社

　代表取締役　西山　慎平

(2) 所在地

　〒920-1302　石川県金沢市末町1の190番地

(3) 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

　担当者　　西山　慎平

　連絡先　　TEL　076-229-2055　　FAX　076-229-2238

　県、市町村等の公共機関及び民間発注の道路建設、舗装工事

(5) 事業の規模

単位 2021年度 2022年度 2023年度

設立年月日　　　昭和60年　3月　8日

資本金　　　　　　1,000万円

事業年度　　　 　1月1日～12月31日

延床面積 ㎡ 146 146 146
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工事件数 件 165 177 131

工事完工高 百万円 446 440 409

従業員数 人 10 10 10
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2023年度収集運搬実績（ｔ） 0

ダンプトラック4ｔ積み

ダンプトラック3ｔ積みダンプトラック3ｔ積み

当社保有産業廃棄物収集運搬車両

ダンプトラック4ｔ積み

運搬車両の種類と台数

なし

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ3ｔ積み　2台
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ4ｔ積み　2台

積替保管

許可有効年月日

許可年月日

廃棄物の種類
がれき類

（ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ破片、ｺﾝｸﾘｰﾄ破片に限る）

令和6年8月25日

令和1年8月26日

第01704021112号

石川県

(6) 産業廃棄物収集運搬に関する項目

許可内容

許可番号



　　(7)組織図

全従業員

代表者

環境管理
責任者

部門長

所　属 役割　・　責任　・　権限
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　・代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ。
　・環境経営方針を作成・見直し、従業員に周知する。
　・環境への取り組みを実施するため資源（人・モノ・金）を準備する。
　・EA21全体の取組状況に関し評価、見直しを実施する。
　・環境経営レポートを承認する

　・EAガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築し、実行
　　し環境実績を向上させる。
　・1ヶ月に１回、環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況を確
　　認する。
　・環境経営目標、環境活動計画を作成する。
　・環境経営方針以外の環境文書の制改定を行う。

　・環境経営方針、自部門の環境目標、環境活動計画を部門員に周知する。
　・環境経営目標達成のため、責任をもって自部門の環境活動を推進する。
　・自部門で発生した問題点の是正措置、予防処置を実施する。
　・自部門に関連する法規則等を遵守する。
　・自部門の教育訓練を実施する。

　・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する。
　・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する。

代表取締役

環境管理責任者

工事部
責任者・ｴｺｱｸｼｮﾝ21担当者

従業員

営業部
責任者・ｴｺｱｸｼｮﾝ21担当者

従業員

現場代理人

ｴｺｱｸｼｮﾝ21担当者

従業員

事務所

現場等

下請等の協力会社



レポートの対象期間及び発行日

　対象期間：2023年　1月　1日～2023年12月31日

　作成日　 ：2024年　1月　23日

　発行日　 ：2023年　1月　23日
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(2)

②対象範囲

(1) 認証・登録範囲

　全組織　：有宏建設株式会社　本社

　全活動　：道路工事、舗装工事の施工・管理



　当社は、建設業において技術と環境を重視し、顧客の要求に適合した高品質の

　製品を提供し、社業の発展を図るとともに地域社会の発展に貢献する。

　

環境経営方針

・当社は、建設業を通じて事業活動の過程における資源やエネルギーの消費、廃棄物

 の発生等、環境保全に対する自主的な取組みが必要と考慮されるため環境保全活動

 の継続的な維持、改善に努める。

・事業活動において環境負荷の低減及び環境改善を図るため事務及び施工業務に

 おける資源の消費抑制を重点的に取り組む。

・当社が行う事業活動に伴う環境法規等を社員、関連会社に周知徹底し遵守する。

・環境経営方針は社内外に開示し、環境改善の周知徹底、環境意識の向上を図る。

③環境経営方針

企業理念

石川県金沢市末町1の190番地

有 宏 建 設 株 式 会 社
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 代表取締役　 西　山　慎　平

(1)

(2)

2005年1月10日　制定

2019年6月 1日　改定



2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

227 223 226 215 231 186 199 170 151 142

333 352 358 309 293 320 310 307 276 261

3.5 2.8 5.4 4.2 1.2 -0.1 1.7 2.4 0.7 -0.5

435 373 301 356 427 496 393 446 440 409

図1　環境負荷の推移グラフ
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142 94.0%

75.9%

工事完工高

二酸化炭素排出量

水使用量

ｱｽﾌｧﾙﾄ合材ﾛｽ率

261 94.6%

産業廃棄物排出量
880 1,283総量（t/年） 1,690

100.0%

総量（kg-CO2/年） 75,849 66,550

170 151

58,050 87.2%

100

工事完工高当り
（kg-CO2/百万円）

リサイクル率（％） 100 100

④環境負荷の状況（CO2、廃棄物、水使用量の年度別推移）

当社の過去3年間にわたる二酸化炭素排出量、廃棄物排出量、水使用量は次の結果となった。

2021年度 2022年度 2023年度 前年比

二酸化炭素排出量

水使用量 総量（㎥/年） 307 276

一般廃棄物排出量 総量（kg/年） 65 63.5 60.5 95.3%

　　　※電力の二酸化炭素排出係数 0.487(kg-CO2/kWh)  (2023年度　北陸電力　実排出係数)

アスファルト合材ロス率、工事完工高は次のグラフになった。

当社の過去10年間にわたる二酸化炭素排出量（工事完工高当り）、水使用量、

-1.2%ｱｽﾌｧﾙﾄ合材ﾛｽ率
実施t数/設計t数

（％）
2.4 0.7 -0.5

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

ｱｽﾌｧﾙﾄ合材ﾛｽ率 3.5 2.8 5.4 4.2 1.2 -0.1 1.7 2.4 0.7 -0.5

二酸化炭素排出量 227 223 226 215 231 186 199 170 151 142

水使用量 333 352 358 309 293 320 310 307 276 261

工事完工高 435 373 301 356 427 496 393 446 440 409
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⑤環境経営目標とその実績（2023年度）

当社の2023年度における環境経営目標とその実績は次の結果になった。

目標 実績 対比 評価

×

リサイクル率（％） 100 100

総量（kg/年） 62.5 60.5 96.8%

総量（t/年） 862 1,283 148.8%

〇
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　総量の管理で目標値に対して実績が95.6%と目標値を達成できた。

・アスファルト合材ロス率

　目標値に対し-5.5%であり、目標は達成できた。

〇

100.0%

〇

一般廃棄物排出量
事務所

〇

産業廃棄物排出量
工事現場

水使用量
事務所

総量（㎥/年） 273 261 95.6%

ｱｽﾌｧﾙﾄ合材ﾛｽ率
工事現場

実施t数/設計t数
（％）

5.0 -0.5 -5.5%

5,621

60,263

136.6

12.9

・水使用量

○達成、△未達成（誤差10％未満）、×未達成（誤差10％以上）

⑥活動結果の評価及び是正処置（2023年度）

実績に対する評価
・二酸化炭素排出量

　排出量の総量は目標値に対して88.1%となったが工事完工高当たりの排出量は目標値に対して

　94.9%となった。（図１環境負荷の推移グラフ参照）

・産業廃棄物排出量

　リサイクル　１００％を維持できた。

・一般廃棄物総排出量

　総量の管理で目標値に対して実績が96.8%と目標値を達成できている。

〇

〇

88.1%
94.9%
90.4%
96.3%
87.9%

〇

94.8%129.5工事完工高当り

二酸化炭素排出量
　　上：ｋｇ-CO2
　　下：ｋｇ-CO2/百万円
　　※1、※2

65,885
149.5

総　量 58,050
141.9
5,083
12.4

52,967

工事完工高当り

電気・ガス・灯油　（事務所）

工事完工高当り

軽油・ガソリン　（工事現場）



　　　実施状況及び評価結果
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⑦環境活動計画の取組結果とその評価

担当

備考

〇 〇 〇 〇 〇
営業・

工事部
○○ ○ ○

〇 〇 〇 〇 〇 〇

達成している達成している 達成している 達成している 達成している達成している 達成している 達成している

西山

環境活動計画の実施状況及び評価結果
2023

水使用量の削減

一般廃棄物排出量の削減

達成しているコメント 達成している 達成している

西山 西山承認（代表取締役） 西山 西山 西山

達成している

西山 西山西山 西山 西山 西山

西山 西山 西山 西山

○

作成（環境管理責任者） 西山 西山 西山 西山

○○ ○ ○ ○

西山 西山 西山 西山

○その他 ○ ○ ○

○ ○○

○○

産業廃棄物排出量の削減 ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○○ ○ ○ ○

○

○ ○

○ ○○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

１２月

二酸化炭素排出量の削減 ○ ○ ○ ○ ○ ○

８月 ９月 １０月 １１月

環境活動計画の評価結果 ○達成、×未達成

項目 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

○ ○○ ○ ○ ○
エコマーク商品、再生紙の購入を推進す

る。
○ ○

○ ○

その他

現場周辺の自然環境の状況を把握し、情

報を共有する。
〇

○

現場にて使用する材料（As、Co）を過剰

に余らせない様に心がける。
○ ○ ○ ○ ○ ○

○○ ○

○ ○ ○

○

産

業

廃

棄

物

排

出

量

の

削

減

産業廃棄物についてはリサイクル率

100％を目指す。
○ ○ ○

○

○ ○

○○ ○ ○ ○

○ ○○

○ ○

○○ ○

○ ○ ○

○

○

書類やFAX受信を電子化しペーパーレス

化を推進する。
○ ○ ○ ○ ○ ○○

○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○

○

車両の洗車回数を制限する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○○ ○

○

○

工事現場で使用する水は用水等の水を

利用する。
○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○

○

水

使

用

量

の

削

減

節水を心がける。 ○ ○

○○ ○

○ ○

車両購入の際、排出ガスレベル、燃費な

どを考慮する。
○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

○

○

アイドリングストップを推進する。 ○ ○ ○ ○ ○

○○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○

○

○ ○ ○ ○

○OA機器等のスイッチはこまめに切る。 ○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○

○ ○

○
昼光の利用や不在時の照明消灯を徹底

する。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○○ ○ ○ ○

１２月

空調の適温化を徹底する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○

８月 ９月 １０月 １１月

Y4-02、Y8-02、Y10-2

環境活動計画の実施状況
項目 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

削

減

燃料消費の少ない工法・建設機械・運搬経路

の選定をおこなう。
○ ○

空調を必要な区域・時間に限定して行う。 ○

○ ○

○

運転時の急発進、急加速や空ぶかしの

排除。
○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

コピー用紙について両面印刷、両面コ

ピー使用済み用紙の裏面を利用する。
○

私的持込のゴミは持ち帰る。 ○ ○ ○

紙、缶、ペットボトル、電池は分別を徹底

する。
○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

一

般

廃

棄

物

排

出

量

の

削

減

○ ○ ○ ○

○ ○ ○
車両ごとに運転管理者を選任し、エコドラ

イブ、車両整備の状況を個別に管理す

る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

低炭素型建設機械の導入を図っている。 ○ ○ ○ ○

○

○

情報化施工の導入を図る。 ○

施工方法、運搬計画を見直し、エネル

ギー消費の少ない施工を行う。
○ ○ ○ ○

○○

営業・

総務部

工事部

○ ○○ ○ ○

○ ○ ○

全部署

営業・

総務部

工事部

○

○ ○ ○

○ ○ ○



取組みの紹介

・一般廃棄物排出量の削減（本社）

　　　　コピー用紙の再利用：印刷済み用紙を裏紙として活用する等、再利用を徹底している。
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・二酸化炭素排出量削減（本社・建設現場）

　　　電気使用量の削減：本社内で使用される空調、照明、OA機器について節電啓発の掲示
　　　をし、従業員の意識向上と節電の徹底に努めている。

　　　エネルギー消費の少ない施工：省エネ運転マニュアルを参考に燃料消費の少ない重機
　　　運転を行っている。

・グリーン購入（本社）

　　　　エコマーク商品の購入：エコマーク認定商品を優先的に購入している。

空調温度管理と節電の掲示

マニュアルに基づいた重機運転

エコマーク認定のアスファルト付着防止剤

コピー用紙の分別ボックス



1

3

4

5

6

7

3

4

● ●

●

●

●

産業廃棄物の抑制と再資源化 ●

2023年度

実績

⑧中期環境経営目標（2021年度以降）
当社の環境経営方針に基づき、SDGｓとの関連を明確にして環境経営目標を設定し社

会課題の解決に取り組んで行きます。

SDGsの目標

環境経営目標項目

全
て
の
人
に
健
康

と
福
祉
を

安
全
な
水
と
持
続

可
能
な
管
理

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
皆

に
・
ク
リ
ー
ン
に

住
み
続
け
ら
れ
る

街
づ
く
り

つ
く
る
責
任

、

つ
か
う
責
任

気
候
変
動
及
び
そ

の
影
響
の
軽
減

陸
生
生
態
系
の
保

護
及
生
物
多
様
性

地域の住まい環境及び自然環境の保全に資する工事
の積極的受注

●

事務所における電気の使用量の
削減

●

水使用量の削減 ●

2
二酸化炭素排出量
の削減

土木工事・舗装工事での燃料の
使用量の削減

●

紙の使用量の削減及び再資源化 ● ●

交通事故防止・緊急時対応 ● ●

アスファルト合材の歩留まりの向上 ●

● ● ●

グリーン調達・グリーン購入の推進 ●

数値目標

2021年
度実績

地域のイベントへの参加 ●

交通整理・道路清掃 ● ●

2021年度実績を基準に、2024年までに二酸化炭素排出量を毎年1％削減する、廃棄物のリサイ
クル率100％を維持する、一般廃棄物排出量1kg削減する、水使用量を毎年1％削減する、アス
ファルト合材ロス率5％未満にする。グリーン購入として、資源有効利用促進法の判断の基準に
基づき再生資源利用計画書を作成し、再生資材を利用する。

8 その他

施工技術の向上

1

二酸化炭素
排出量

上　kg-CO２
下　kg-CO2/百
万円
※1、※2

総量 75,849 66,550 65,885 58,050 57,470

工事完工高当たり 170.0 151.3 149.8 141.9 140.5

工事完工高当たり 13.3 12.9 12.8

事務所（電気・ガス・灯油）

136.9 129.5

5,929 5,678 5,621 5,083 5,032

1,690 862

工事完工高当たり 156.7 138.3

工事現場（ガソリン・軽油） 69,920

100 100 100 100

2024年
度目標

12.4 12.2

目標

128.2

60,872 60,263 52,967 52,437

1,283 1,270

2022年度
実績

2
産業廃棄物
排出量

総量（kg/年） 880

二酸化炭素排出量、産業廃棄物排出量、水使用量は2021年度実績を基準に前年度対比1％削減を目
標とする

11

258

ｱｽﾌｧﾙﾄ合材
　ロス率

実施ｔ数/設計ｔ数（％） 2.4 0.7 5.0 -0.5 5.0

水使用量 総量（㎥/年） 307 276 273 261

リサイクル率（％） 100



グリーン購入　　　　【本社】

・エコマーク商品、再生紙等を使用し、グリーン購入を推進する。（営業・総務部、竹松）

・アスファルト合材使用表を用い、設計ｔ数と実施ｔ数を監視し、ロスを削減する。（工事、村上）

(6)

12

⑨次年度（2024年度）の環境活動計画
※項目（担当部署、責任者）

・エコマーク商品、再生紙の購入を推進する。（営業・総務部、竹松）

・現場にて使用する材料（ｱｽﾌｧﾙﾄ合材、生コン）を過剰に余らせない。（工事部、村上）

(3) 一般廃棄物排出量の削減　　【本社】

・コピー用紙について両面印刷、両面コピー、使用済み用紙の裏面を利用する。（総務、竹松）

・書類やＦＡＸ受信を電子化しペーパーレス化を推進する。（営業・総務部、竹松）

・産業廃棄物についてはリサイクル率100%を目指す。（工事部、村上）

・OA機器等のスイッチはこまめに切る。（営業・総務部、竹松)

・運転時の急発進、急加速や空ぶかしの排除。（工事部、村上）

・アイドリングストップを推進する。（工事部、村上）

(2)

・車両購入の際、排出ガスレベル、燃費などを考慮する。（営業・総務部、竹松）

産業廃棄物排出量の削減　　【建設現場】

・エコドライブ、車両整備の状況を個別に管理する。（営業・総務部、竹松）

・施工方法、運転計画を見直し、エネルギー消費の少ない施工を行う。（工事部、村上）

・情報化施工の導入を図る。（工事部、村上）

・低炭素型建設機械の導入を図る。（工事部、村上）

・燃料消費の少ない工法・建設機械・運搬経路の選定を行う。（工事部、村上）

・車両毎に運転管理者を選任し、エコドライブ、車両整備の状況を個別に管理する。（工事、村上）

【建設現場】

　　重機使用の際には可能な範囲で低炭素型建設機械、2020年度燃費基準達成建設機械を選定する。

　　現場特性に応じてトータルステーションを用いた現場管理を実施する。

　　日本建設機械化協会「省エネ運転マニュアル」に基づき、エネルギー消費の少ない重機操作を行う。

(1) 二酸化炭素排出量の削減

・空調の適温化（冷房28度、暖房20度）を徹底する。（営業・総務部、竹松）

・空調を必要な区域・時間に限定して行う。（営業・総務部、竹松）

・昼光の利用やスイッチはこまめに切る。（営業・総務部、竹松）

【本社】

・紙、缶、ペットボトル、電池は分別を徹底する。（工事部、村上）

・私的持込のゴミは持ち帰る。（工事部、村上）

(4)

(5)

・車両の洗車回数を制限する。（工事部、村上）

・事務所のトイレの水の使用方法を規制する。（営業・総務部、竹松）

アスファルト合材を使用する際のロス削減　【建設現場】

水使用量の削減　　【本社・建設現場】

・節水を心がける。（営業・総務部、竹松）

・工事現場で使用する水は用水等の水を利用する。（工事部、村上）
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⑩環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに
　 違反、訴訟等の有無

法規名 遵守内容 当社の遵守内容 チェック日

廃棄物処理法

運搬処分は許可を受けた
ものがおこなう

契約書（許可証、有効期限の
チェック）

R5年
6月、12月

マニフェスト管理
帳簿の作成、マニフェスト管理
台帳

R5年
6月、12月

建設リサイクル法
解体工事の分別徹底と特定建
設資材廃棄物の再資源化

マニフェスト管理台帳
R5年

6月、12月

騒音規制法 特定建設作業の事前届出
市町村へ事前確認、届出書の
提出

R5年
6月、12月

資源有効利用
促進法

指定副産物の再資源化

①土砂1000ｍ3以上、アスファ
ルト200t以上を搬入する工事：
　再生資源利用計画の作成
　と実施
②土砂1000ｍ3以上、コンク
リート塊・アスファルト塊200ｔ以
上を搬出する工事：
　資源再生利用促進計画の
　作成と実施

R5年
6月、12月

※別紙にて遵守しなければならない環境関連法規を遵守評価しています。

振動規制法 特定建設作業の事前届出
市町村へ事前確認、届出書の
提出

R5年
6月、12月

環境関連法規への違反、訴訟はありません。なお、関係当局よりの違反等の指摘は、

フロン排出抑制法 フロンの排出抑制
業務用エアコン及び建設機械エア
コンのフロン漏洩簡易点検

R5年
6月、12月

過去3年間ありません。

⑪代表者による全体の評価と見直し・指示
車両入換等を今後も行い、より環境負荷低減に努める。社員一人一人が道具、車両

を大切に扱い長持ちさせる事を周知徹底させる。また、協力会社との連携を強化する。

令和5年度12月27日

代表取締役　西山　慎平

以上　　　　　


